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本論文は、中国の後漢末から西晋時代にかけて制作された石刻、揺銭樹、神亭壺、銅鏡等に見られ
る所謂「早期仏像」の図像学的考証を通して、仏教伝来初期における受容の実相を綿密に解き明かし、
これらの作品を特徴付ける在来の神仙信仰と仏教図像との並存や習合が、何に起因するのかを考究し
たものである。これは言わば、仏像に期待された本来的役割とは如何なるものであったかという、仏
教美術の原理的問題を探る試みともいえる。 
全体は二部で構成され、四章からなる第一部では、沿海地域、中原、四川、長江下流域に遺存する
早期仏像時代の作品と関連資料を取り上げて、それぞれ分析を行なっている。続く第二部は二章から
なり、ポスト早期仏像時代にあたる東晋以降に、造仏造塔の意味がどのように変化したかを、王権と
の関わりに注目しつつ考察している。 
第一部第一章「孔望山摩崖造像の諸問題―沿海地域にみる仏教遺跡の再検討」では、関係学界での
議論が絶えない連雲港孔望山の一群の石刻図像について、現地調査での詳細な観察に基づき先行諸説
の誤謬や問題点を具体的に指摘し、仏教図像と認められるものと認められないものを明確に論じ分け、
当該石刻に関するはじめての客観性ある説明を提示した。経典の伝来・訳出と造像の先後関係につい
ては、経典や教義よりもむしろ仏像や図像が先行して仏教理解を呼び込んだ蓋然性を指摘し、早期仏
像の制作年代の捉え方に一つの視座を示している。 
第二章「後漢時代中原地域に於ける仏教信仰成立の一断面」では、仏教伝来初期の信仰形態の具体
相を解き明かす。前提として、従来後漢時代の仏教資料として扱われてきた洛陽出土カローシュティ
ー文字銘石製井戸枠と銀殻画像銅鏡に再検討を加え、諸々の疑点を挙げて早期仏像に関する考察の対
象外とすべきことを提唱した。その上で、『後漢書』桓帝紀などの史料からうかがえる仏と黄老との同
類視や共祀が、どのような祈願内容や仏陀観によるものかを論じている。その方法として、同時代の
ガンダーラ仏教碑銘に見られる僧俗の祈願文と、中原で制作された銅鏡鏡背銘文の祈願文に注目した
のは独創的で斬新な手法であり、双方に共通する現世利益的性格を具体的に浮かび上がらせることに
成功している。 
 続く第三章「後漢時代の四川地域に於ける仏教受容の実態について」は、当地域独特の副葬品であ
る揺銭樹に、天を象徴する鳳凰や璧とともに仏像が付属することの意味について論じたもので、近年
における塚本啓祥氏らのインド仏教碑文の研究成果を活かして、中国早期仏像の成立事情についての
解釈に新境地を開いたと評価できる。すなわち、後漢時代の漢訳経典中に「天中天」という仏陀の尊
称が頻繁に登場することに注目し、同様な呼称―devatideva（神々の中の神）―がガンダーラの出土
資料にも見出せることから、神仙思想の流行していた中国での仏教受容に際して、この呼称が有効に
作用した可能性を論じ、あわせて北西インドの在家信仰が内包した世俗的、楽園的な死後の世界観と
の相似を指摘した。早期仏像とガンダーラ仏との関係については、これまで様式的類似が指摘されて
きたが、この二つの章は、そうした皮相的な従来説をはるかに掘り下げて早期仏像時代におけるガン
ダーラ仏教の影響とその意義を論じたものとして、評価できる。 
第四章「三国～西晋時代の長江下流域に於ける中国早期仏像」は、仏像をあしらった神亭壺を取り
上げ、後漢時代に続く南北朝初期の実相を探ったものである。神亭壺の仏像の形状を分析した研究は
これまでなく、計百二十二点の作例に関する詳細な表を付した労作である。但し、蓮華座は仏が天の
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中心的神格であることを図示した文様的表現とする解釈の妥当性については、反花の意味や蓮華化生
図である可能性の検討など、まだ議論の余地があろう。 
後漢から西晋時代の多様な早期仏像の制作意図が、現世来世の福利の期待にあることを論じた第一
部を受け、第二部では、東晋以降の展開のなかで仏像にあらたな世俗的意義が付加されてくる様態を
探っている。 
まず第一章「阿育王像考」は、南朝で頓に流行したアショーカ王造像伝説をもつ仏像に関して、説
話成立の時期と事情についての推論を具体的に提示したもので、微に入り細を穿った論証は説得力が
ある。また第二章「安陽修定寺塔装飾浮彫塼考」は、河南省修定寺塔の特徴ある装飾塼が転輪聖王の
七宝の図様であることを指摘した上で、破仏後の仏教復興を果たした隋の文帝を転輪聖王に見立てる
寺家の戦略という解釈を示す。両者は王権の象徴性を打ち出して中国仏教の正統性を主張しようとす
る、ポスト早期仏像期の一様相として理解することができ、論述は新知見に富むが、第一部とのつな
がりが不明確である点には問題が残る。 
 総じて考証は周到であり、堅実かつ明快に論述されている。関連諸学の近年の成果を丹念に取り入
れて新たな視点を示したことで、美術史のみならず仏教史に対しても寄与するものと言えよう。 
神仙図像との比較検討など、なお深めてゆくべき課題も残るが、審査委員会では以上のような成果に
鑑みて、本論文が博士学位に十分値するものとの結論を得た。 
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